
   ○○○○○ 
  -) ○○○○  の問題について 
   ３３３３３ 
 
 

 ⓐⓑⓒⓓⓔ 
  -) ⓕⓖⓗⓘ 
   ３３３３３ とおく。 

Ⅰ.aについて 
(ⅰ)繰り下がりがあれば、

� 

a = 4  
(ⅱ)繰り下がりがなければ、

� 

a = 3 
 

Ⅱ.eと iについて 
(ⅰ)上からの繰り下がりがあれば、 
 

� 

10 + e( ) − i = 3だから 
 

� 

e + 7 = i 
 ∴

� 

e,  i( ) = 1, 8( ),  2, 9( ) 

(ⅱ)上からの繰り下がりがなければ、 
 

� 

e − i = 3だから 
 

� 

e = i + 3 
 

� 

e,  i( ) = 4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 
 

Ⅰ.とⅡ.より、数字が重ならないように注意して、 
 

� 

a,  e,  i( ) = 4, 1, 8( ),  4, 2, 9( ),  4, 5, 2( ),  4, 6, 3( ),  4, 8, 5( ),  4, 9, 6( )  

または、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 1, 8( ),  3, 2, 9( ),  3, 4, 1( ),  3, 5, 2( ),  3, 7, 4( ),  3, 8, 5( ),  3, 9, 6( ) 
 

 Ⅲ.bと fについて 
  (ⅰ)bが上からの繰り下がりがある場合 

  ⒜bが下への繰り下がりがあるとき 

    

� 

10 + b( ) −1{ }− f = 3
                   b + 6 = f

 

    ∴

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ) 

⒝bが下への繰り下がりがないとき 

  

� 

10 + b( ) − f = 3
          b + 7 = f

 

 ∴

� 

b,  f( ) = 1, 8( ),  2, 9( ) 



   ⒜、⒝より、

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  1, 8( ),  2, 9( )  

  (ⅱ)bが上からの繰り下がりがない場合 
  ⒜bが下への繰り下がりがあるとき 

    

� 

b −1( ) − f = 3
              b = f + 4

 

    ∴

� 

b,  f( ) = 5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( )  

⒝bが下への繰り下がりがないとき 
  

� 

b − f = 3 

∴

� 

b,  f( ) = 4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 
   ⒜、⒝より、 

� 

b,  f( ) = 5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( )  
 

 Ⅳ.dと hについて 
 考え方は、「Ⅲ.bと fについて」だから、bを dに、fを hに置き換えて、 
  (ⅰ)dが上からの繰り下がりがある場合 

  ⒜dが下への繰り下がりがあるとき 
    ∴

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( )  

⒝dが下への繰り下がりがないとき 
 ∴

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( )  

  (ⅱ)dが上からの繰り下がりがない場合 
  ⒜dが下への繰り下がりがあるとき 

    ∴

� 

d,  h( ) = 5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

⒝dが下への繰り下がりがないとき 
∴

� 

d,  h( ) = 4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 
よって、下への繰り下がりがあるときは、(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( )  
また、下への繰り下がりがないときは、(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( )   

 

ここで、bへの繰り下がりがあるかないか、で場合分けする。 
bへの繰り下がりがあるとき、つまり 
〈1〉

� 

a,  e,  i( ) = 4, 1, 8( ),  4, 2, 9( ),  4, 5, 2( ),  4, 6, 3( ),  4, 8, 5( ),  4, 9, 6( )のとき 

bへの繰り下がりがないとき、つまり 
〈2〉

� 

a,  e,  i( ) = 3, 1, 8( ),  3, 2, 9( ),  3, 4, 1( ),  3, 5, 2( ),  3, 7, 4( ),  3, 8, 5( ),  3, 9, 6( )のとき 

に分けて考える。 
 



〈1〉

� 

a,  e,  i( ) = 4, 1, 8( ),  4, 2, 9( ),  4, 5, 2( ),  4, 6, 3( ),  4, 8, 5( ),  4, 9, 6( )のとき 

 ４ⓑⓒⓓⓔ 
  -) ⓕⓖⓗⓘ 
   ３３３３３ 
 bと fについて、bは上からの繰り下がりがあるので、Ⅲ.(ⅰ)より、 
  

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  1, 8( ),  2, 9( )……※ 

 ⑴

� 

a,  e,  i( ) = 4, 1, 8( )のとき、 

4, 1, 8はすでに使っているので、※より 
  ∴

� 

b,  f( ) = 3, 9( ),  2, 9( ) 
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 3, 9( )のとき、 

 ４３ⓒⓓ１ 
  -) ９ⓖⓗ８ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、1, 3, 4, 8, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 6, 2( )  

よって、次のようになる。 
 ４３ⓒ６１ 

  -) ９ⓖ２８ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりはないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
                  c + 7 = g

 

    これを満たす 1桁の自然数の組は、 
   

� 

c,  g( ) = 1, 8( ),  2, 9( )  

 ところが、すでに 1, 2, 3, 4, 6, 8, 9はすでに使っているので、
この場合は解なし 

(ⅱ)

� 

b,  f( ) = 2, 9( )のとき、 

 ４２ⓒⓓ１ 
  -) ９ⓖⓗ８ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 



  

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、1, 2, 4, 8, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 7, 3( )  

よって、次のようになる。 
 ４２ⓒ７１ 

  -) ９ⓖ３８ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 7, 8, 9を使っているので、あとは 5
と 6が使える。しかし、5と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 4, 1, 8( )のときは、解なし。 
 
 ⑵

� 

a,  e,  i( ) = 4, 2, 9( )のとき、 

 ４ⓑⓒⓓ２ 
  -) ⓕⓖⓗ９ 
   ３３３３３ 

bと fについて、4, 2, 9はすでに使っているので、※より 
  ∴

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  1, 8( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ２ 
  -) ７ⓖⓗ９ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

 ここで、1, 2, 4, 7, 9はすでに使っているので、当てはまる dと hの組
は存在しない。 

   よって、解なし 
(ⅱ)

� 

b,  f( ) = 1, 8( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ２ 
  -) ８ⓖⓗ９ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと



hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 
  

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、1, 2, 4, 8, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 7, 3( )  

よって、次のようになる。 
 ４２ⓒ７１ 

  -) ９ⓖ３８ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 7, 8, 9を使っているので、あとは 5
と 6が使える。しかし、5と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 4, 2, 9( )のときは、解なし。 
 

 ⑶

� 

a,  e,  i( ) = 4, 5, 2( )のとき、 

 ４ⓑⓒⓓ５ 
  -) ⓕⓖⓗ２ 
   ３３３３３ 

2, 4, 5はすでに使っているので、※より 

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  3, 9( ),  1, 8( ) 
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ５ 
  -) ７ⓖⓗ２ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 2, 4, 5, 7はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 6, 3( ),  9, 6( ) 
  ⒜

� 

d,  h( ) = 6, 3( )のとき、 

  ４１ⓒ６５ 
  -) ７ⓖ３２ 

    ３３３３３ 
 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、



下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7を使っているので、あとは 8
と 9が使える。しかし、8と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

  ４１ⓒ９５ 
  -) ７ⓖ６２ 

    ３３３３３ 
 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 3
と 8が使える。しかし、3と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のときは、解なし。 
(ⅱ)

� 

b,  f( ) = 3, 9( )のとき、 

 ４３ⓒⓓ５ 
  -) ９ⓖⓗ２ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 4, 5, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 1, 8( ) 
よって、次のようになる。 
 ４３ⓒ１５ 

  -) ９ⓖ８２ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 8, 9を使っているので、あとは 6



と 7が使える。しかし、6と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のときは、解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 4, 5, 2( )のときは、解なし。 
 
 ⑷

� 

a,  e,  i( ) = 4, 6, 3( )のとき、 

 ４ⓑⓒⓓ６ 
  -) ⓕⓖⓗ３ 
   ３３３３３ 

3, 4, 6はすでに使っているので、※より 

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  1, 8( ),  2, 9( ) 
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ６ 
  -) ７ⓖⓗ３ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 4, 6, 7はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  5, 2( ),  8, 5( ) 
  ⒜

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ４１ⓒ２６ 
   -) ７ⓖ９３ 
    ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりもあるので、 

    

� 

10 + c( ) −1{ }− g = 3
                  c + 6 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 6, 7, 9を使っているので、あとは 5
と 8が使える。しかし、5と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  ⒝

� 

d,  h( ) = 5, 2( )のとき、 

 ４１ⓒ５６ 
   -) ７ⓖ２３ 
    ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、



下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7を使っているので、あとは 8
と 9が使える。しかし、8と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  ⒞

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ４１ⓒ８６ 
   -) ７ⓖ５３ 
    ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 7, 8を使っているので、あとは 2
と9が使える。この2と9はこの式を満たす。よって、

� 

c = 2, g = 9。
ゆえに、 

 ４１２８６ 
   -) ７９５３ 
    ３３３３３ 

  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 2, 8( )のとき、 

 ４２ⓒⓓ６ 
  -) ８ⓖⓗ３ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

 ここで、2, 3, 4, 6, 8はすでに使っているので、適する

� 

d,  h( )の組は存在
しない。よって、

� 

b,  f( ) = 2, 8( )のときは不適。 
 

  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 1, 8( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ６ 
  -) ８ⓖⓗ３ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 



  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 4, 6, 8はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  5, 2( )  
  ⒜

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ４１ⓒ２６ 
  -) ８ⓖ９３ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 6, 8, 9を使っているので、あとは 5
と 7が使える。しかし、5と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

 
  ⒝

� 

d,  h( ) = 5, 2( )のとき、 

 ４１ⓒ５６ 
  -) ８ⓖ２３ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 8を使っているので、あとは 7
と 9が使える。しかし、7と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 1, 8( )のときは解なし。 
 

  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 2, 9( )のとき、 

 ４２ⓒⓓ６ 
  -) ９ⓖⓗ３ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 4, 6, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  8, 5( ) 



  ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ４２ⓒ１６ 
  -) ９ⓖ８３ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 6, 8, 9を使っているので、あとは 5
と 7が使える。しかし、5と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

 
  ⒝

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ４２ⓒ８６ 
  -) ９ⓖ５３ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 7が使える。しかし、1と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 2, 9( )のときは解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 4, 6, 3( )のときの解は、 

 ４１２８６ 
   -) ７９５３ 
    ３３３３３ 

 

 ⑸

� 

a,  e,  i( ) = 4, 8, 5( )のとき、 

 ４ⓑⓒⓓ８ 
  -) ⓕⓖⓗ５ 
   ３３３３３ 

4, 5, 8はすでに使っているので、※より 

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  3, 9( ),  2, 9( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ８ 



  -) ７ⓖⓗ５ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 4, 5, 7, 8はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  6, 3( ),  9, 6( ) 
  ⒜

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ４１ⓒ２８ 
  -) ７ⓖ９５ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりもあるので、 

    

� 

10 + c( ) −1{ }− g = 3
                  c + 6 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 4, 5, 7, 8, 9を使っているので、あとは 3
と 6が使える。しかし、3と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

 

  ⒝

� 

d,  h( ) = 6, 3( )のとき、 

 ４１ⓒ６８ 
  -) ７ⓖ３５ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
                  c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 7, 8を使っているので、あとは 2
と9が使える。この2と9はこの式を満たす。よって、

� 

c = 2, g = 9。
ゆえに、 

 ４１２６８ 
  -) ７９３５ 
   ３３３３３ 

 

  ⒞

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

 ４１ⓒ９８ 



  -) ７ⓖ６５ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
                  c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 3が使える。しかし、2と 3はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

 よって、

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のときの解は、 

 ４１２６８ 
 -) ７９３５ 
  ３３３３３ 

 
  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 3, 9( )のとき、 

 ４３ⓒⓓ８ 
  -) ９ⓖⓗ５ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

 ここで、3, 4, 5, 8, 9はすでに使っているので、適する

� 

d,  h( )の組は存在
しない。よって、

� 

b,  f( ) = 3, 9( )のときは不適。 
  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 2, 9( )のとき、 

 ４２ⓒⓓ８ 
  -) ９ⓖⓗ５ 
   ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 4, 5, 8, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 6, 3( ) 
 ４２ⓒ６８ 

  -) ９ⓖ３５ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、



下への繰り下がりもないので、 
    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 7が使える。しかし、1と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 4, 8, 5( )のときの解は、 

 ４１２６８ 
  -) ７９３５ 
   ３３３３３ 

 

 ⑹

� 

a,  e,  i( ) = 4, 9, 6( )のとき、 

 ４ⓑⓒⓓ９ 
  -) ⓕⓖⓗ６ 
   ３３３３３ 

4, 6, 9はすでに使っているので、※より 

� 

b,  f( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  1, 8( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ９ 
  -) ７ⓖⓗ６ 

    ３３３３３ 
このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと

hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 
  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 4, 6, 7, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 5, 2( ),  8, 5( )  
  ⒜

� 

d,  h( ) = 5, 2( )のとき、 

 ４１ⓒ５９ 
  -) ７ⓖ２６ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 3
と 8が使える。しかし、3と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 



  ⒝

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ４１ⓒ８９ 
  -) ７ⓖ５６ 
   ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 3が使える。しかし、2と 3はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 1, 7( )のときは解なし。 
  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 2, 8( )のとき、 

 ４２ⓒⓓ９ 
  -) ８ⓖⓗ６ 

    ３３３３３ 
このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと

hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 
  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

 ここで、2, 4, 6, 8, 9はすでに使っているので、適する

� 

d,  h( )の組は存在
しない。 
 よって、

� 

b,  f( ) = 2, 8( )のときは不適。 
(ⅲ)

� 

b,  f( ) = 1, 8( )のとき、 

 ４１ⓒⓓ９ 
  -) ８ⓖⓗ６ 

    ３３３３３ 
このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと

hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 
  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 4, 6, 8, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 5, 2( )  
 ４１ⓒ５９ 

  -) ８ⓖ２６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 



    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 3
と 7が使える。しかし、3と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

 よって、

� 

b,  f( ) = 1, 8( )のときは不適。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 4, 9, 6( )のときは、解なし。 
 

以上のことより、 
〈1〉

� 

a,  e,  i( ) = 4, 1, 8( ),  4, 2, 9( ),  4, 5, 2( ),  4, 6, 3( ),  4, 8, 5( ),  4, 9, 6( )のときは、 

 ４１２６８   ４１２８６ 
-) ７９３５  -) ７９５３ 
 ３３３３３   ３３３３３ 

 

〈2〉

� 

a,  e,  i( ) = 3, 1, 8( ),  3, 2, 9( ),  3, 4, 1( ),  3, 5, 2( ),  3, 7, 4( ),  3, 8, 5( ),  3, 9, 6( )のとき 

 ３ⓑⓒⓓⓔ 
  -) ⓕⓖⓗⓘ 
   ３３３３３ 
 bと fについて、bは上からの繰り下がりがないので、Ⅲ.(ⅱ)より、 

� 

b,  f( ) = 5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( )……※※ 

 ⑴

� 

a,  e,  i( ) = 3, 1, 8( )のとき、 

 ３ⓑⓒⓓ１ 
  -) ⓕⓖⓗ８ 
   ３３３３３ 

1, 3, 8はすでに使っているので、※※より 

� 

b,  f( ) = 6, 2( ),  9, 5( ),  5, 2( ),  7, 4( ),  9, 6( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 6, 2( )のとき、 

 ３６ⓒⓓ１ 
   -) ２ⓖⓗ８ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、1, 2, 3, 6, 8はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 9, 5( ) 
   このとき、 

 ３６ⓒ９１ 



    -) ２ⓖ５８ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 4
と 7が使える。しかし、4と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 9, 5( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ１ 
   -) ５ⓖⓗ８ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、1, 3, 5, 8, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 6, 2( ) 
   このとき、 

 ３９ⓒ６１ 
    -) ５ⓖ２８ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 4
と 7が使える。しかし、4と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３５ⓒⓓ１ 
   -) ２ⓖⓗ８ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 



 ここで、1, 2, 3, 5, 8はすでに使っているので、適する

� 

d,  h( )の組は存在
しない。 
 よって、

� 

b,  f( ) = 5, 2( )のときは不適。 
  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３７ⓒⓓ１ 
   -) ４ⓖⓗ８ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、1, 3, 4, 7, 8はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 6, 2( ),  9, 5( )  
   ⒜

� 

d,  h( ) = 6, 2( )のとき、 

 ３７ⓒ６１ 
    -) ４ⓖ２８ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 6, 7, 8を使っているので、あとは 5
と 9が使える。しかし、5と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

   ⒝

� 

d,  h( ) = 9, 5( )のとき、 

 ３７ⓒ９１ 
    -) ４ⓖ５８ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 7, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 6が使える。しかし、2と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  ⒜、⒝より、

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のときは解なし。 
 
  (ⅴ)

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ１ 



   -) ６ⓖⓗ８ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

 ここで、1, 3, 6, 8, 9はすでに使っているので、適する

� 

d,  h( )の組は存在
しない。 
 よって、

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のときは不適。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 1, 8( )のときは、解なし。 
 

 ⑵

� 

a,  e,  i( ) = 3, 2, 9( )のとき、 

 ３ⓑⓒⓓ２ 
  -) ⓕⓖⓗ９ 
   ３３３３３ 

2, 3, 9はすでに使っているので、※※より 

� 

b,  f( ) = 5, 1( ),  8, 4( ),  4, 1( ),  7, 4( ),  8, 5( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 5, 1( )のとき、 

 ３５ⓒⓓ２ 
   -) １ⓖⓗ９ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、1, 2, 3, 5, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 8, 4( ) 
   このとき、 

 ３５ⓒ８２ 
    -) １ⓖ４９ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 8, 9を使っているので、あとは 6
と 7が使える。しかし、6と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 



  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 8, 4( )のとき、 

 ３８ⓒⓓ２ 
   -) ４ⓖⓗ９ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、2, 3, 4, 8, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  5, 1( ) 
   ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 7( )のとき、 

 ３８ⓒ１２ 
    -) ４ⓖ７９ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 7, 8, 9を使っているので、あとは 5
と 6が使える。しかし、5と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

   ⒝

� 

d,  h( ) = 5, 1( )のとき、 

 ３８ⓒ５２ 
    -) ４ⓖ１９ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 8, 9を使っているので、あとは 6
と 7が使える。しかし、6と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 8, 4( )のときは解なし。 
  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３４ⓒⓓ２ 
   -) １ⓖⓗ９ 
    ３３３３３ 



このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

 ここで、1, 2, 3, 4, 9はすでに使っているので、適する

� 

d,  h( )の組は存在
しない。 
 よって、

� 

b,  f( ) = 4, 1( )のときは不適。 

 
  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３７ⓒⓓ２ 
   -) ４ⓖⓗ９ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、2, 3, 4, 7, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 5, 1( ) 
   このとき、 

 ３７ⓒ５２ 
    -) ４ⓖ１９ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 7, 9を使っているので、あとは 6
と 8が使える。しかし、6と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅴ)

� 

b,  f( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３８ⓒⓓ２ 
   -) ５ⓖⓗ９ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがあるので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒜と(ⅱ)⒜より、 

� 

d,  h( ) = 1, 7( ),  2, 8( ),  3, 9( ),  5, 1( ),  6, 2( ),  7, 3( ),  8, 4( ),  9, 5( ) 

   ここで、2, 3, 5, 8, 9はすでに使っているので、 
   

� 

d,  h( ) = 1, 7( )  
   このとき、 



 ３８ⓒ１２ 
    -) ５ⓖ７９ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 5, 7, 8, 9を使っているので、あとは 4
と 6が使える。しかし、4と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 2, 9( )のときは、解なし。 
 
 ⑶

� 

a,  e,  i( ) = 3, 4, 1( )のとき、 

 ３ⓑⓒⓓ４ 
  -) ⓕⓖⓗ１ 
   ３３３３３ 

1, 3, 4はすでに使っているので、※※より 

� 

b,  f( ) = 6, 2( ),  9, 5( ),  5, 2( ),  8, 5( ),  9, 6( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 6, 2( )のとき、 

 ３６ⓒⓓ４ 
   -) ２ⓖⓗ１ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 2, 3, 4, 6はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 8, 5( )  
 このとき、 

 ３６ⓒ８４ 
    -) ２ⓖ５１ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 8を使っているので、あとは 7



と 9が使える。しかし、7と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 9, 5( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ４ 
   -) ５ⓖⓗ１ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

 ここで、1, 3, 4, 5, 9はすでに使っているので、適する

� 

d,  h( )の組は存在
しない。 
 よって、

� 

b,  f( ) = 9, 5( )のときは不適。 
  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３５ⓒⓓ４ 
   -) ２ⓖⓗ１ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 2, 3, 4, 5はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 9, 6( )  
 このとき、 

 ３５ⓒ９４ 
    -) ２ⓖ６１ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 9を使っているので、あとは 7
と 8が使える。しかし、7と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３８ⓒⓓ４ 
   -) ５ⓖⓗ１ 
    ３３３３３ 



このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 4, 5, 8はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  9, 6( )  
 ⒜

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３８ⓒ９４ 
    -) ５ⓖ６１ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 7が使える。しかし、2と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ３８ⓒ２４ 
    -) ５ⓖ９１ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 8, 9を使っているので、あとは 6
と 7が使える。しかし、6と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 8, 5( )のときは解なし。 
  (ⅴ)

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ４ 
   -) ６ⓖⓗ１ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 4, 6, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 5, 2( ),  8, 5( )  



 ⒜

� 

d,  h( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３９ⓒ５４ 
    -) ６ⓖ２１ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 9を使っているので、あとは 7
と 8が使える。しかし、7と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３９ⓒ８４ 
    -) ６ⓖ５１ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 7が使える。しかし、2と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のときは解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 4, 1( )のときは、解なし。 
 
 ⑷

� 

a,  e,  i( ) = 3, 5, 2( )のとき、 

 ３ⓑⓒⓓ５ 
  -) ⓕⓖⓗ２ 
   ３３３３３ 

2, 3, 5はすでに使っているので、※※より 

� 

b,  f( ) = 8, 4( ),  4, 1( ),  7, 4( ),  9, 6( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 8, 4( )のとき、 

 ３８ⓒⓓ５ 
   -) ４ⓖⓗ２ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 



   ここで、2, 3, 4, 5, 8はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 9, 6( )  
 このとき、 

 ３８ⓒ９５ 
    -) ４ⓖ６２ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 7が使える。しかし、1と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３４ⓒⓓ５ 
   -) １ⓖⓗ２ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 2, 3, 4, 5はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 9, 6( )  
 このとき、 

 ３４ⓒ９５ 
    -) １ⓖ６２ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 9を使っているので、あとは 7
と 8が使える。しかし、7と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３７ⓒⓓ５ 
   -) ４ⓖⓗ２ 
    ３３３３３ 



このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 4, 5, 7はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  9, 6( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ３７ⓒ１５ 
    -) ４ⓖ８２ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 7, 8を使っているので、あとは 6
と 9が使える。しかし、6と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３７ⓒ９５ 
    -) ４ⓖ６２ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 1
と 8が使える。しかし、1と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のときは、解なし。 
  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ５ 
   -) ６ⓖⓗ２ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 5, 6, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  4, 1( ),  7, 4( )  



 ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ３９ⓒ１５ 
    -) ６ⓖ８２ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 4
と 7が使える。しかし、4と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３９ⓒ４５ 
    -) ６ⓖ１２ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 9を使っているので、あとは 7
と 8が使える。しかし、7と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒞

� 

d,  h( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３９ⓒ７５ 
    -) ６ⓖ４２ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 1
と 8が使える。しかし、1と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のときは、解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 5, 2( )のときは、解なし。 
 

 ⑸

� 

a,  e,  i( ) = 3, 7, 4( )のとき、 

 ３ⓑⓒⓓ７ 



  -) ⓕⓖⓗ４ 
   ３３３３３ 

3, 4, 7はすでに使っているので、※※より 

� 

b,  f( ) = 5, 1( ),  6, 2( ),  9, 5( ),  5, 2( ),  8, 5( ),  9, 6( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 5, 1( )のとき、 

 ３５ⓒⓓ７ 
   -) １ⓖⓗ４ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 4, 5, 7はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  9, 6( )  
 ⒜

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ３５ⓒ２７ 
    -) １ⓖ９４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりもあるので、 

    

� 

10 + c( ) −1{ }− g = 3
                  c + 6 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 7, 9を使っているので、あとは 6
と 8が使える。しかし、6と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３５ⓒ９７ 
    -) １ⓖ６４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 2
と 8が使える。しかし、2と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 5, 1( )のときは、解なし。 



  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 6, 2( )のとき、 

 ３６ⓒⓓ７ 
   -) ２ⓖⓗ４ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 4, 6, 7はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  8, 5( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ３６ⓒ１７ 
    -) ２ⓖ８４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりもあるので、 

    

� 

10 + c( ) −1{ }− g = 3
                  c + 6 = g

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 6, 7, 8を使っているので、あとは 5
と 9が使える。しかし、5と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３６ⓒ８７ 
    -) ２ⓖ５４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8を使っているので、あとは 1
と 9が使える。しかし、1と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 6, 2( )は、解なし。 
  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 9, 5( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ７ 
   -) ５ⓖⓗ４ 
    ３３３３３ 



このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 4, 5, 7, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ) 
 このとき、 

 ３９ⓒ１７ 
    -) ５ⓖ８４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりもあるので、 

    

� 

10 + c( ) −1{ }− g = 3
                  c + 6 = g

 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 7, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 6が使える。しかし、2と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３５ⓒⓓ７ 
   -) ２ⓖⓗ４ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 4, 5, 7はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  9, 6( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ３５ⓒ１７ 
    -) ２ⓖ８４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 7, 8を使っているので、あとは 6
と 9が使える。しかし、6と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 



⒝

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３５ⓒ９７ 
    -) ２ⓖ６４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 1
と 8が使える。しかし、1と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 5, 2( )のときは、解なし。 
  (ⅴ)

� 

b,  f( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３８ⓒⓓ７ 
   -) ５ⓖⓗ４ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 4, 5, 7, 8はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  9, 6( )  
 ⒜

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ３８ⓒ２７ 
    -) ５ⓖ９４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 6が使える。しかし、1と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３８ⓒ９７ 
    -) ５ⓖ６４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、



下への繰り下がりもないので、 
    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 2が使える。しかし、1と 2はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 8, 5( )のときは、解なし。 
  (ⅵ)

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ７ 
   -) ６ⓖⓗ４ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 4, 6, 7, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  5, 2( ),  8, 5( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ３９ⓒ１７ 
    -) ６ⓖ８４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 3, 4, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 5が使える。しかし、2と 5はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３９ⓒ５７ 
    -) ６ⓖ２４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 1
と 8が使える。しかし、1と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 



⒞

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３９ⓒ８７ 
    -) ６ⓖ５４ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 2が使える。しかし、1と 2はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のときは、解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 7, 4( )は、解なし。 
 

 ⑹

� 

a,  e,  i( ) = 3, 8, 5( )のとき、 

 ３ⓑⓒⓓ８ 
  -) ⓕⓖⓗ５ 
   ３３３３３ 

3, 5, 8はすでに使っているので、※※より 

� 

b,  f( ) = 6, 2( ),  4, 1( ),  7, 4( ),  9, 6( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 6, 2( )のとき、 

 ３６ⓒⓓ８ 
   -) ２ⓖⓗ５ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 5, 6, 8はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 4, 1( ),  7, 4( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３６ⓒ４８ 
    -) ２ⓖ１５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 



ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 8を使っているので、あとは 7
と 9が使える。しかし、7と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３６ⓒ７８ 
    -) ２ⓖ４５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8を使っているので、あとは 1
と 9が使える。しかし、1と 9はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 6, 2( )のときは、解なし。 
  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３４ⓒⓓ８ 
   -) １ⓖⓗ５ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 4, 5, 8はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  9, 6( )  
 ⒜

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ３４ⓒ２８ 
    -) １ⓖ９５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 8, 9を使っているので、あとは 6
と 7が使える。しかし、6と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 



 ３４ⓒ９８ 
    -) １ⓖ６５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 7が使える。しかし、2と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 4, 1( )のときは、解なし。 
  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３７ⓒⓓ８ 
   -) ４ⓖⓗ５ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 4, 5, 7, 8はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 2, 9( ),  9, 6( )  
 ⒜

� 

d,  h( ) = 2, 9( )のとき、 

 ３７ⓒ２８ 
    -) ４ⓖ９５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 6が使える。しかし、1と 6はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３７ⓒ９８ 
    -) ４ⓖ６５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 



    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 2が使える。しかし、1と 2はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のときは、解なし。 
  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のとき、 

 ３９ⓒⓓ８ 
   -) ６ⓖⓗ５ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 5, 6, 8, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 4, 1( ),  7, 4( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３９ⓒ４８ 
    -) ６ⓖ１５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 7が使える。しかし、2と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３９ⓒ７８ 
    -) ６ⓖ４５ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 2が使える。しかし、1と 2はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 9, 6( )のときは、解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 8, 5( )のときは、解なし。 



 

 ⑺

� 

a,  e,  i( ) = 3, 9, 6( )のとき、 

 ３ⓑⓒⓓ９ 
  -) ⓕⓖⓗ６ 
   ３３３３３ 

3, 6, 9はすでに使っているので、※※より 

� 

b,  f( ) = 5, 1( ),  8, 4( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  7, 4( ),  8, 5( )  
  (ⅰ)

� 

b,  f( ) = 5, 1( )のとき、 

 ３５ⓒⓓ９ 
   -) １ⓖⓗ６ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 5, 6, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 7, 4( )  
 このとき、 

 ３５ⓒ７９ 
    -) １ⓖ４６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 2
と 8が使える。しかし、2と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅱ)

� 

b,  f( ) = 8, 4( )のとき、 

 ３８ⓒⓓ９ 
   -) ４ⓖⓗ６ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 4, 6, 8, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 5, 2( )  



 このとき、 
 ３８ⓒ５９ 

    -) ４ⓖ２６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがあり、
下への繰り下がりがないので、 

    

� 

10 + c( ) − g = 3
          c + 7 = g

 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 7が使える。しかし、1と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  (ⅲ)

� 

b,  f( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３４ⓒⓓ９ 
   -) １ⓖⓗ６ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、1, 3, 4, 6, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 5, 2( ),  8, 5( )  
 ⒜

� 

d,  h( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３４ⓒ５９ 
    -) １ⓖ２６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 9を使っているので、あとは 7
と 8が使える。しかし、7と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３４ⓒ８９ 
    -) １ⓖ５６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 



    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 7が使える。しかし、2と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 9, 6( )のときは、解なし。 
  (ⅳ)

� 

b,  f( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３５ⓒⓓ９ 
   -) ２ⓖⓗ６ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、2, 3, 5, 6, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  4, 1( ),  7, 4( )  
 ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ３５ⓒ１９ 
    -) ２ⓖ８６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 2, 3, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 4
と 7が使える。しかし、4と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３５ⓒ４９ 
    -) ２ⓖ１６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 2, 3, 4, 5, 6, 9を使っているので、あとは 7
と 8が使える。しかし、7と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒞

� 

d,  h( ) = 7, 4( )のとき、 



 ３５ⓒ７９ 
    -) ２ⓖ４６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 1
と 8が使える。しかし、1と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 5, 2( )のときは、解なし。 
  (ⅴ)

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３７ⓒⓓ９ 
   -) ４ⓖⓗ６ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 4, 6, 7, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  5, 2( ),  8, 5( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 1, 8( )のとき、 

 ３７ⓒ１９ 
    -) ４ⓖ８６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりがあるので、 

    

� 

c −1( ) − g = 3
             c = g + 4

 

ここで、すでに 1, 3, 4, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 5が使える。しかし、2と 5はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 5, 2( )のとき、 

 ３７ⓒ５９ 
    -) ４ⓖ２６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 



    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9を使っているので、あとは 1
と 8が使える。しかし、1と 8はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒞

� 

d,  h( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３７ⓒ８９ 
    -) ４ⓖ５６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 2が使える。しかし、1と 2はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 7, 4( )のときは、解なし。 
  (ⅵ)

� 

b,  f( ) = 8, 5( )のとき、 

 ３８ⓒⓓ９ 
   -) ５ⓖⓗ６ 
    ３３３３３ 

このとき、dと hについては、下への繰り下がりがないので、「Ⅳ.dと
hについて」の(ⅰ)⒝と(ⅱ)⒝より、 

  

� 

d,  h( ) = 1, 8( ),  2, 9( ),  4, 1( ),  5, 2( ),  6, 3( ),  7, 4( ),  8, 5( ),  9, 6( ) 

   ここで、3, 5, 6, 8, 9はすでに使っているので、 
    

� 

d,  h( ) = 4, 1( ),  7, 4( ) 
 ⒜

� 

d,  h( ) = 4, 1( )のとき、 

 ３８ⓒ４９ 
    -) ５ⓖ１６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 1, 3, 4, 5, 6, 8, 9を使っているので、あとは 2
と 7が使える。しかし、2と 7はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 
⒝

� 

d,  h( ) = 7, 4( )のとき、 

 ３８ⓒ７９ 



    -) ５ⓖ４６ 
     ３３３３３ 

 このとき、c と g については、上からの繰り下がりがなく、
下への繰り下がりもないので、 

    

� 

c − g = 3 

ここで、すでに 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9を使っているので、あとは 1
と 2が使える。しかし、1と 2はこの式を満たさない。よって、
この場合は解なし。 

  以上のことより、

� 

b,  f( ) = 8, 5( )のときは、解なし。 

 以上のことより、

� 

a,  e,  i( ) = 3, 9, 6( )のときは、解なし。 
 

以上のことより、 
〈2〉

� 

a,  e,  i( ) = 3, 1, 8( ),  3, 2, 9( ),  3, 4, 1( ),  3, 5, 2( ),  3, 7, 4( ),  3, 8, 5( ),  3, 9, 6( )のときは、解な
し。 
 

よって、答は、 
 ４１２６８   ４１２８６ 
-) ７９３５  -) ７９５３ 
 ３３３３３   ３３３３３ 

の 2通りである。 
 
 
 
 



問題 
4桁の整数で、数字の順を逆にするともとの数の 4倍になる数を求めよ。 
 

abcdという整数を逆にすると dcbaと並ぶから、

� 

4 × abcd = dcbaを考える。 
式で表すと、

� 

4 1000a +100b +10c + d( ) = 1000d +100c +10b + a……※ 
 

⑴1000の位の数と 1の位の数に着目する。 
(ⅰ)※式の左辺の 1000の位の aを 4倍すると右辺の 1000の位の dになるから、

� 

4a = d。dは 1桁の自然数だから、 

� 

1≤ d ≤ 9 
 

� 

4a = dを代入すると、 
  

� 

1≤ 4a ≤ 9  

  

� 

1
4
≤ a ≤ 9

4
 

 ここで、aは 1桁の自然数だから、 
  

� 

1≤ a ≤ 2  

  ∴

� 

a = 1, 2  
(ⅱ)左辺の 4 倍が右辺だから、右辺は 4 の倍数である。よって、右辺の 1 の位に
当たる aは、繰り上がりがあれば 4の倍数の 1の位（偶数）、繰り上がりがなけれ
ば 4の倍数である。ゆえに、(ⅰ)より、

� 

a = 2 
また、

� 

4a = dに代入して、

� 

d = 8。 
 
⑵⑴より

� 

a = 2,

� 

d = 8を※式に代入すると 

  

� 

4 2000 + 100b + 10c + 8( ) = 8000 + 100c + 10b + 2
              400b + 40c + 30 = 100c + 10b
                    40b + 4c + 3 = 10c + b
                            39b + 3 = 6c
                             13b + 1 = 2c

 

ここで、b, cは 1桁の自然数だから、これを満たすのは、 
  

� 

b = 1, c = 7 

の 1組だけである。 
 

⑴、⑵より、

� 

a = 2, b = 1, c = 7, d = 8だから、求める数は、2178 
［検算］

� 

2178 × 4 = 8712 
 
 


